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 要  旨 
 需要の激しい変動に加え製品ライフサイクル短縮化が進む現在、企業の生産方式として受注生
産が好まれる傾向にあり、持続的な利益の確保には需給マネジメントの戦略が欠かせない。受注
生産における需給マネジメントに関する先行研究では、受注ロットサイズを考慮した利益最大化
受注戦略と、稼働率を考慮したコスト最小化生産能力計画との需給協働マネジメントを戦略マッ
プを用いて行われていた。 
 だが、顧客満足度が重視され生産側に対する要望が多様化する現在、受注生産は納期が遅くな
る、大量生産への対応が難しいなどの問題を抱えている。これらの問題は顧客への販売機会損失
へとつながり、顧客を失うリスクとなる。その為、受注生産企業は、実際の受注を取る前に、顧
客に今後の受注を見込んだ仮発注を設けている。実発注前に仮発注を設ける事で、顧客は納期を
早める事が出来る、大量注文が可能になるなどのメリットがあり、また生産側もコスト最小化と
なる生産ロットサイズで生産する事で利益を上げる事が出来るメリットがある事からwin-winの
関係があると考える。しかし、仮発注を行う製品は生産側は製品在庫を抱える必要があり、また
実発注量が仮発注量よりも下回った場合、その差分の製品は売れ残りとなり、廃棄する必要があ
る為、全ての製品を仮発注を設けて行う事は生産側にとってマイナスになる恐れがある。 
 本研究では先行研究からの発展として、仮発注を考慮した受注生産企業を対象とし、営業側に
おいてロットサイズを考慮した利益最大化受注戦略と仮発注の有無を決める契約内容も考慮した
営業戦略を考える。また、生産側において稼働率を考慮したコスト最小化生産能力計画と、仮発
注を行った際のコスト最小化となる生産ロットサイズを考慮したコスト最小化生産戦略を考え
る。これら需要側、供給側の双方の戦略を戦略マップを用いて協働し、最終的に企業にとって利
益最大化となる営業戦略及び生産戦略を提案する事で、企業経営を支援する事を目的としている。 
 また、本研究では仮発注を設けて生産する製品に関して、今後の受注を見込んだ見込生産であ
ると考え、企業の生産方式として受注・見込混合生産方式であると考えている。実際には、受注
生産が主流の企業だが、仮発注を設ける事で見込生産に近い生産方式が取れると本研究では考え
ている。また、混合生産における戦略マップでは販売センターの戦略パラメータとして縦軸に目
標売上高をとり、生産センターの戦略パラメータとして仮発注を行い、見込生産を行う見込製品
数を横軸にとっている。両戦略のマッチングを行い、最適需給戦略を立案する戦略マップ作成を
試み、受注・見込混合生産における需給マネジメントの適用方法を考察した。 
